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社会的処方：地域と福祉、そして医療も「つながる」
→医療をタッチポイントとした孤独孤立対策の充実を

Mackenzie G, 2017: Healthy London Partnershipより翻訳・一部改変
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厚労省のモデル事業からの学び
• 高齢者医療制度円滑運営事業費（保険者とかかりつけ医等の協働に
よる加入者の予防健康づくり事業分）｜厚生労働省

保険者とかかりつけ医等の協働による加入者の予防健康づくり調査事業
• 報告書
• 参考資料１：モデル事業取組事例集
• 参考資料２－１：モデル事業を踏まえた実践のためのステップ
• 参考資料２－２：アセスメントシート：鳥取県・沖縄県・秋田県・栃
木県・ 静岡県・岩手県・大阪府・三重県・兵庫県

• 参考資料３：海外における取組概要まとめ
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厚労省社会的処方モデル事業*では複数自治体が
リンクワーカー養成研修会を開催

*2021-2023「保険者とかかりつけ医の協働による加入者等の健康づくり事
業」 ６
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アプリで利用状況や
相談状況がIDでデー
タ化・PHRとして活
用が進められている
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養父市ではアプリ・ウェブサイトを提供：市民全員が生
活アセスメントツール（ポジティヴヘルスの蜘蛛の巣
チャート）＆地域資源マップにアクセス可能

ポジティヴヘルスについて –
社会的処方ポータルサイト つながるDAY YABU 12

https://tsunagaruday-yabu.jp/about-positive-health/
https://tsunagaruday-yabu.jp/about-positive-health/
https://tsunagaruday-yabu.jp/about-positive-health/
https://tsunagaruday-yabu.jp/about-positive-health/
https://tsunagaruday-yabu.jp/about-positive-health/
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各地に広がるコミュニティ
ナーシング・プロジェクト
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栃木県のモデル事業
で開発した
「生活アンケート」

宇都宮市医師会
特定保健指導の面
接で活用

特定保健指導での社会的処方
→指導対象者の社会的課題の評価を推進・社会的課題の対応へのインセンティブを付与してはどうか
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厚労省「社会的処方モデル事業」
明らかになった「共通点」

①社会的処方の活動推進チームの構築
②患者や地域住民の社会的課題の評価
③相談員（リンクワーカー）養成
④地域資源マップの作製と活用

出展： 近藤尚己．社会的処方 生きづらさを抱える人に“出会った責任”を果たす仕組み
「公衆衛生」2025 89 巻4 号 特集 孤独・社会的孤立にどう向き合うか―― 孤独・孤立対策推進法の施行から1年 16



社会的処方の推進に向けた政策提案
1. 相談員（リンクワーカー）人材育成と機能強化
① 地域包括支援センター・ことも家庭センターのソーシャルワーク機能強化（社会福祉士・精神保健福祉士等の増強など）してはどうか

2. 医療者やリンクワーカーを支援するツールの開発と普及
① 社会的課題の評価シート、多面的な健康評価ツール（モデル事業：鳥取県大山町・兵庫県養父市の事例）・診療情報提供書等への社会生活課題について記載する

欄の追加（モデル事業：栃木県宇都宮市医師会の事例）・地域資源マップの活用推進などをしてはどうか
② ICTやスマートフォンの活用してはどうか（例：兵庫県養父市「AIリンクワーカー」）

3. 既存の医療・福祉・介護・保健の諸制度への応用
① 特定保健指導 →指導対象者の社会的課題の評価を推進・社会的課題の対応へのインセンティブを付与してはどうか
② 慢性疾患管理加算 →孤立や経済状況の評価を促してはどうか
③ 生活保護の被保険者健康管理支援事業 →被保険者家族（子ども含む）の社会生活状況を把握するフェイスシートの普及、その情報に基づく孤独孤立の支援を提

供してはどうか
④ 介護の保険者努力支援交付金（インセンティブ交付金制度）→地域包括支援センターと医療機関の連携状況を把握、連携状況に応じた交付金を提供してはどうか
⑤ 産業・精神・出産等での生活支援 →両立支援（がんサバイバーの就労支援） ・精神科地域リハビリテーション・外国人等へのプレコンセプションケア等の充

実・均てん化を進めてはどうか
⑥ 介護保険→社会生活機能の評価を盛り込み、認定基準を変更してはどうか
⑦ 健康日本２１（第３次）との連携 →社会とのつながり・活動参加のアクションプランとの連携を深めてはどうか

4. 経済活力の活用
① 「つながり」を生み出すビジネスの応援→近年活発化する孤独孤立対策を進める「コミュニティナーシング」「まちの保健室」「交流拠点運営」等のサービスの

普及やその効果検証の支援をしてはどうか（例：良品計画・明治安田生命・岡野バルブ・西部ガス・ CNC*・ヤクルト・まめーず・AMITA等）
② PFS/SIB等、孤独孤立対策ビジネスのマネジメントと投資枠組みの活用

5. 諸外国との連携強化
① WHO等との連携の強化 →国際共同研究の推進・国際イベントの支援・英国国立社会的処方アカデミー等への”留学“を推進するなどをしてはどうか

*COI情報：近藤尚己はCNC社とヤクルト社が取り組むヤクルト販売員によるコミュニティナーシングの効果検証事業にかかわっており、CNC社よりアドバイザー報酬を受けています
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社会的処方・文化的処方国際会議を開
催します！
• 演題登録・参加登録受付中

• 2026年５月２７日・２８日京都大学・東京藝術大学の共同主催

• WHO・シンガポールSingHealth・英国National Academy of Social 
Prescribing等の後援

政府によるご支援をお願
いいたします。
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